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エアボードから
ロケーションフリーへ

ソニーの「ロケーションフリーベースス

テーションパック LF-PK1」は、その名

称からもわかるように、自由な場所で映

像を楽しむための製品だ。ロケーション

フリーの前身は、エアボードという製品

名で、無線LAN経由で映像を転送する

ベースステーションとクライアントの専用

液晶モニターがセットになっていた。エ

アボードは、インターネット経由で映像を

転送する機能はなく、内蔵した無線LAN

の通信エリア内でしか、映像を楽しむこ

とはできなかった。

画期的だったのが2004年 3月に登場

した「LF-X1」。インターネット経由で映像

を転送する「NetAV」機能が追加され、

ブロードバンド環境がある場所なら、世

界中どこからでも日本のテレビ番組を見

られるようになった。2005年からは、製

品名を「ロケーションフリーテレビ」に変

更し、製品の特徴をわかりやすい製品名

に変更した。従来のロケーションフリー

は、映像を見るためには専用液晶モニ

ターが必要だったのと、なにより10万円

以上という価格の高さが難点だった。

ポートフォワード設定も自動的に行われ

るので、マウスボタンを数回クリックする

だけで、設定が完了する。

また、付属のAVマウスを接続するこ

とで、プレイヤーソフトから外部機器をリ

モコンで操作できることも特徴だ。各社

のHDD/DVDレコーダーやDVDプレイ

ヤー、ビデオデッキなどのリモコンコード

が登録されており、ほとんどの機器に対

応する。もちろん、インターネット経由で

HDD/DVDレコーダーの録画予約もでき

る。これらの改良によって、これまでは

どちらかというとマニアしか使えないも

のという印象だったのが、誰でも使える

家電製品としての完成度に達している。

新型ロケフリは
放送と通信の融合か？

ネットワークさえあれば、どこでもいつ

でもTVを見ることができるロケーション

フリーは、PSPとノートPCという、メ

ジャーなデバイスに対応したことで利用

シーンが大きく広がった。

さらにソニーは、2005年10月から地上

波放送を8ch同時に、最大約18日間連続

で録画できるHDDレコーダー「Xビデオ

ステーション」を発売している。これとロ

ケーションフリーを組み合わせれば時間、

場所、チャンネルに一切縛られることの

ない自由なTV視聴環境が手に入る。

ユーザーが求めている放送と通信の

融合は、遅々として進まない印象が強い

が、ロケーションフリーとXビデオステー

ションによって、ユーザー自身で放送と

通信の融合を実現してしまえるのだ。

D I G I T A L P R O D U C T L A B .

ロケーションフリーベースステーションパック LF-PK1
（ソニー）

石井英男

しかし、今回登場したLF-PK1では、

クライアントとしてプレイヤーソフト「LFA-

PC2」をインストールしたPCや、最新の

ファームウェアにアップデートしたPSPを

利用できるようになった。コストも大幅に

下がり、従来の3分の1以下の価格でロ

ケーションフリーを実現できる。

ベースステーションから送信される

MPEG - 4 映像のビットレートは最大

2Mbpsで、ネットワークの回線速度に応

じて自動的に調整するネットワーク適応

型VBR機能を搭載しているほか、マ

ニュアルで指定することも可能だ。

UPnP対応ルーターなら
NetAV機能の設定も簡単

LF-PK1では、NetAV機能の設定も大

幅に改良されており、「かんたん設定」を

選べばわずか3ステップで、NetAV機能

の設定を行えるようになった。自宅に固

定IPアドレスが割り振られていない場合

はダイナミックDNSサービスを利用する

必要があるが、ソニーがロケーションフ

リー専用ダイナミックDNSサービスを提

供しているので、設定は簡単だ。UPnP

対応ルーターを利用している場合は、

日進月歩するデジタル製品を、「使い勝手」ではなく、「実装

された新技術」と「製品の革新性」をテーマにレビューして

いくコーナー。

PSP対応で「どこでもテレビ」が
さらに魅力的に
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ビデオ入力端子に接続した機器のメー

カーと機種を選ぶことで、その機器をプ

レイヤーソフトからコントロールできる。

背面にはビデオ入力端子と音

声入力端子が2系統ずつと、

S端子が1系統、AVマウス

接続端子、アンテナ端子、

LAN端子が用意されている。

LF-PK1は、テレビチューナーを内蔵していないPCやPSPをクライ

アントとして利用し、「どこでもテレビ」を実現す

るための製品だ。アナログチューナーとMPEG-

4エンコーダー、IEEE 802.11a/b/g対応の無

線LAN機能が内蔵されており、テレビ番組や外

部機器の映像をMPEG-4形式にエンコードし、

無線 LAN経由で転送できる。また、インター

ネット経由で映像を転送する「NetAV」機能も装

備しており、海外からでも、日本のテレビ番組を

リアルタイムで視聴することができる。

［Reviewer's View］
従来の「ロケーションフリー」では、クライアントとして専用液晶モニターが必要であったが、LF-PK1では、一般のPCやPSPをクラ

イアントとして利用できるようになった。これによって、ようやく「ロケーションフリー」というコンセプトの本来目指していたものが、

現実のものになったといえる。livedoor Wirelessのような公衆無線LANサービスのエリアが拡充されれば、PSPをクライアントと

して利用できるようになったことが、より活きてくるだろう。

本体の大きさは、一般的

なブロードバンドルー

ターや無線 LAN のス

テーションと同じ程度。

PSPのファームウェアをVer 2.50

にアップデートすると、メニューに

ロケーションフリープレーヤーが現

れる。

PSPからロケーションフリー

ベースステーションの設定画

面にアクセスしたところ。基

本設定は3ステップでできる。
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て、登録ユーザーの名前で呼びかけるこ

とができる。

家庭内で人と共存するための
安全設計と優しいデザイン

家庭用ロボットということで、安全性の

確保には細心の注意が払われている。

関節部分には、ゴム製クッションが装着

されており、指などを挟んで怪我をする

心配もない。サーボトルクも監視してい

るので、関節に何かが挟まったりした場

合は、すぐに停止する。小児ダミー人形

を使った衝突実験によって、万一誤動作

して人に衝突した場合でも、大きな怪我

には至らないことも確認済みだ。

wakamaruの音声認識エンジンでは、

500～600語程度の言葉を認識すること

が可能で、生活環境のさまざまなノイズ

を除去する「ノイズリダクション」技術や、

wakamaruがしゃべっている途中でも人

の言うことを聞き取れる「アコースティッ

クエコーキャンセラー」技術も搭載され

ている。

三菱重工ではwakamaruを、家族でも

ペットでもなく、また家電製品でもオモ

チャでもないものと位置づけている。家

の中で人の側にいて、ふと目にとまった

ときに心を和ませるものであってほしい

と、担当者は語っている。

実際のところ今のwakamaruは、特別

なにかの役に立つ機能を搭載している

わけではない。物を運ぶことはできない

し、メールを頻繁にやりとりするならケー

タイやパソコンを使う方があきらかに便

利だろう。
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wakamaru
（三菱重工）

ロボットと人が共存する時代を予感させる
コミュニケーションロボットの登場

人の顔を見て会話するロボット

三菱重工のwakamaruは、家庭で人と

共存することを目的に作られた、コミュニ

ケーションロボットだ。9月16日から11

月末日まで、東京23区内在住者を対象に

限定100台の予約販売が始まっている。

wakamaru の開発プロジェクトは、

2000年にスタートした。当初は、ビール

を運んだり介護を行ったりするなど、生

活を支援する家庭用サービスロボットの

実現を目指して研究が行われていたのだ

が、こうしたサービスロボットの実現は、

技術的なハードルが高いため、まずは人

と自然なコミニュケーションを行えるロ

ボットを作ろうということになった。

wakamaru は、その愛らしい顔やボ

ディーのデザインが特徴だが、このデザイ

ンは、シャープの液晶テレビ「AQOUS」

などを手がけた、工業デザイナーの喜多

俊之氏の手によるものだ。

wakamaruのプロトタイプは、2003年4

月に開催されたROBODEX 2003で一般

公開された。その後、モニターテストな

どが行われ、第2世代機が2005年3月か

ら半年間開催された愛知万博で接客ロ

ボットとして活躍した。今回発売される

wakamaruは、愛知万博に出展されてい

たものにさらに改良が加えられたもの

で、第3.5世代に相当するという。

wakamaruは、基本的に自律で動作

し、人とのアイコンタクトを大切にしてい

る。頭頂部にある360度全方位カメラで、

移動する人を見つけ、目の前にいる人の

顔を見ながら、身振りを交えて会話を行

う。また、顔認証技術で人の顔を見分け

高価なロボットを
家庭で使う理由

それでは、100万円以上もする高価な

ロボットを一般家庭で購入するというの

は、どのような理由があるだろうか。

1つ忘れてならないのは、wakamaru

が単体でネットワーク機能を持っている

という点だ。これはインターネットに接続

できるというだけでなく、今後普及すると

思われるホームネットワークにも接続で

きることを意味する。

ホームネットワークは、デジタル家電な

どのコンテンツをネットワーク経由で共

有するエンターテインメントでの利用のほ

か、火災や侵入者を検知するセキュリ

ティーを目的としたセンサーネットワーク

も含まれている。

これらのネットワークは現在のところ

バラバラに家庭内に混在している状況だ

が、将来は1つのものに統一されること

が予想される。そうなったとき、これら

のネットワークとネットワークに接続され

たデバイスを、統一的に管理するイン

ターフェイスが必要となるだろう。しかも

簡単にである。パソコンや一部のAV機

器のような複雑なリモコンをつかって管

理するというのでは、だれでも使えると

いうわけにはいかず、一般家庭には普及

しにくいだろう。そこでwakamaruのよ

うな、ロボットがそれを代行することは考

えられないだろうか。

三菱重工が販売に踏み切った理由の1

つが「未来の家庭用ロボット市場で先行

する」ためとしている。つまり、これだけ

の先行投資をしても回収できるという判

断があったということだ。それをもって家

庭用ロボット市場が間違いなく立ち上が

るとは言えないが、家庭内のネットワー

クとそれに接続するデバイスを統一的に

管理するインターフェイスとしての条件は

十分に備えている。

近い将来、ロボットは新たな情報家電

の1ジャンルとなるかもしれない。
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wakamaruは、「人と暮らすロボット」を意識してデザインされ

たコミュニケーションロボットだ。安全性を最重

視して設計されており、車輪で移動するが、最大

速度は時速1kmと比較的遅い。身長は1m、直

径は45cmで、体重は約30kgだ。全方位カメ

ラや前方カメラ、超音波センサー、赤外線センサ

など多数のセンサを搭載し無線LAN対応で、単

体でインターネットアクセスが可能だ。音声認識

や音声合成機能も装備しており、天気予報や

ニュースなどを読み上げることもできる。

［Reviewer's View］
ロボットというと、ASIMOやQRIOなどの二足歩行ロボットを思い浮かべる人も多いだろうが、二足歩行ロボットは、外部からの力を受

けると倒れる可能性が高く、安全面に問題がある。wakamaruのようなサイズの家庭用ロボットで二足歩行を採用するのは時期尚早だ。

二足歩行ではなく、車輪で移動するwakamaruは、現実的な選択といえるだろう。「人と共存するための

ロボット」という、困難な目標に積極的に挑戦した製品であり、その志には拍手を送りたい。

肘の関節部分はゴム製クッションで保護

されており、指が挟まれる心配はない。

また、手先はやわらかい素材が使われて

おり、万一眼に衝突した場合でも、極力

眼を傷つけないように作られている。

ボディー下部には超音波セン

サーや赤外線センサーなどが装

着されている。腕の自由度は

4×2、頭の自由度は3、車輪の

自由度は2で、自由度は合計で

13となる。

頭頂部に周囲360度を見渡せる全

方位カメラと赤外線LEDを装備し

ている。部屋に貼られたマーカーに

よる赤外線反射光を感知し、三角測

量によって自分の位置を把握する。

バッテリーの残量が少なく

なると、自動的に充電ス

テーションに向かって移動

し、充電する。フル充電で

2時間連続稼働が可能。

身長は1mで、幼稚園児と

ほぼ同じ程度。見上げたと

きに親しみやすい顔を意識

してデザインされている。
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